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1. 資料 

■ 資料の作成 
学習用のテキストや解説の提示をするために「資料」を

作成します。 

資料を作成するには、コースメニューの「コンテンツ管

理」から「資料」をクリックします。次にメニューから［新規

作成］ボタンをクリックします。 

 

［資料］をクリッ
クします。 

 

» 資料のタイトルを入力する 

資料のタイトルを入力します。ここで入力を行ったタイト

ルがコンテンツリストに表示されます。 

タイトルは同じコース内に存在する他のコンテンツ名と

（テスト、ユニットや会議室を含む）重複するものは使え

ません。 

資料の名前は後から変更することも可能です。 

 

資料のタイトルを入
力します。 

 



WebClass コース管理者マニュアル  
教材の作成 

 5 

» 資料のアクセス制限を設定する 

アクセス制限には 3種類あります。 

· コースメニューで表示 

· コースメニューで非表示 

· ゲストユーザへも公開 

 

このコンテンツのアクセス権を
設定します。標準は「コースメ
ニューで表示する」です。 

 

【コースメニューで表示】 

資料を単体で、登録ユーザだけが閲覧できるモード

です。ゲストユーザはアクセスできません。 

【コースメニューで非表示】 

ユニットとは、資料とテストをいくつか組み合わせて

一つのコンテンツ（教材）にしたものです。「ユニット」

用のコンテンツとして利用可能です。 

一般ユーザ（学生）もゲストユーザもこの【コースメニ

ューで非表示】へ設定されたコンテンツにはアクセス

できません。利用するためにはユニットに組み込むこ

とが必要です。コース管理者画面ではユニット用コン

テンツに指定されたものはグレーで表示され、実行す

ることが可能です。 

【ゲストユーザへも公開】 

WebClass の登録ユーザと、WebClass に登録されて
いないゲストユーザの両方が利用可能なコンテンツ

です。認証を通らずに、誰でもアクセスできるようにな

りますので良く確認して設定ください。 

 



WebClass コース管理者マニュアル  
教材の作成 

 6 

» 表示形式を選ぶ 

目次の設定とメニューバーの設定があります。 

目次は［目次を表示する］か、［目次を隠す］から選択

でき、目次を隠すと資料が全画面で表示されます。 

メニューバーは［メニューバーを表示する］と［メニュー

バーを隠す］から選択でき、メニューバーを隠すと

WebClass 上部のメニューバーが表示されなくなりま
す。 

［目次を隠す］と［メニューバーを隠す］を同時に設定す

ると、資料内でページの移動ができなくなってしまいま

すので注意してください。 
 

目次の表示形式を設定
します。標準は「目次
を表示する」です。 

 

» 資料の説明を入力する 

資料を開いたときに表示する教材の中身の説明文で

す。 

簡単な内容で良いので、できるだけ入力するようにし

てください。 

 

資料の内容の説明を
入力します。 

 

» 利用できるメンバーを限定する 

資料を利用させたいメンバーを限定することができます。

ただし、利用者を限定するには、コースメンバーに登録さ

れている必要があります。 

＠付きのユーザ ID は指定できません。＠より前のユー
ザ IDの指定をお願いします。 

※設定されたメンバー以外は、コンテンツリストには表示

されません。 

メンバー限定を解除したい場合は、入力したメンバーを

削除します。  

利用させたいメンバー
を入力する。 
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また、1行ごとにユーザ IDを記入した csvファイルを用い
ることで、一括して利用できるユーザを指定することもで

きます。 
 

１行にユーザ IDを一つ指定しま
す。 

 

» オプションの設定 

› パスワード 

パスワードを設定することによって、パスワードを知って

いるユーザのみに資料を受講させることができます。 

※パスワードには漢字を使用することもできます。 

 

パスワードを入力し
ます。 

 

コンテンツ開始時にパスワードの入力を求められます。

パスワードが合致しないと受講できません。 
［コンテンツ受講画面］ 

 

パスワードの入力を
求められます。 
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› 実行回数の制限 

資料の閲覧回数を制限することができます。制限したい

回数を半角数字で入力してください。 

 

制限したい回数を入
力します。 

 

› 時間制限 

閲覧時間を制限することができます。 

制限したい時間を分単位で入力します。例えば30と入力
すれば、30 分後には強制的に資料画面が閉じてしまい
ます。 

時間制限を行うと、携帯電話から閲覧が行えなくなりま

す。 

 

閲覧時間を分単位で
入力します。 

 

› 日時制限 

資料を閲覧できる日時を制限します。日時制限をかける

には「する」にチェックをつけてから、リストを選択して閲

覧できる日付と時間を指定します。時間は 5 分毎に指定
できます。 

※日時制限を設定したユニット内に日時制限を設定した

教材が含まれる場合、どちらの日時制限も独立して動作

します。日時制限を設定する際は、ユニット用の教材の

日時制限がユニットの日時制限内かご確認することをお

勧めします。 

 

閲覧可能な期間を設定します。 
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› 印刷の許可 

資料として教材を印刷し配布したい場合は、印刷の許可

を「する」に選択します。 

 

印刷の許可を設定します。 

 

› 作成モード 

タイトル、アクセス権、内容の説明、オプションの設定

が済んだら、［資料作成:ページ編集］または［資料作
成:一括取込］をクリックします。 

「ページ編集」は、資料を 1 ページずつ作成するモード
です。通常はこちらを選択してください。 

「資料の一括取込」は、予めデータを用意しておいて

一括して取込む方法です。詳しくは「p.16 資料の一括
取込み」のページをご覧ください。 

 

[資料作成 :ページ編集]を
クリックします。 
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» 資料入力画面 

 

プレビューエリア 

ページ切り替えボタン 

ページ移動ボタン 

タイトル入力エリア 

解説入力（手入力） 

解説入力（ファイルで取込） 

保存（出来上がり確認） 

タイトルモード切り替え 

終了ボタン 

 

フレーム、ウィンドウサイズは、変更することができます。 

› タイトルの設定 

資料の各ページにつけるタイトルを入力します。タイトル

は必須項目ではありませんが設定することをお勧めいた

します。 

標準では「節タイトル」の入力画面になります。もし章・節

といった構成の資料を作成する場合で章タイトルを入れ

る場合は「章タイトルに切り替え」をクリックしてください。 

 

 

解説の各ページにタイ
トルをつけます。 

章タイトル
に切り替え 
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› テキストの入力 

資料の内容を「テキスト」フィールドに入力します。段落

やスペースも、入力した形式のままでユーザ画面に表示

されます。 

※タブ文字や HTML タグ(HTML4や XHTML1のブロッ
ク・インライン要素 )も使うことができます。ただし、
Shift-JIS で表示できる文字を使用してください。絵文字
や半角カタカナ、  (マルイチ)のような機種依存文字、
日本語や英数字以外の文字を使用すると正しく表示でき

ない可能性があります。 

 

《ヒント》 

メッセージに中に http://や ftp://で始まる文字を入れ
ておくと、受講者には HTML リンクとして表示されま
す。参考資料へのリンクとして利用できます。 

例： http://www.webclass.jp/ 

 

① 資料の内容を手で入力します。 

③改行や段落もそのまま表示さ

れます。HTMLタグも使えます。 

http や ftp で始ま
る文字列はHTML
リンクに置き換え

られます。 

②入力が終わったら［保存］をク

リックします。 

 

› 変換ファイルの取り込み 

例えば、これまでは印刷して配布していた Word ファイル
をそのまま資料として取り込むことができます。Word 以
外にも、Excelファイル、HTML4やXHTML1で書かれた
HTMLファイル、TEXTファイル、LaTeXファイル、PDFフ
ァイル、画像ファイルを取り込むことができます。 

詳細は「p.78  

ファイルの取り込み」の章をご覧ください。 

Office ファイルを 100%の精度で取り込むことはできず、
HTML変換、PDF変換の順に精度が高くなっています。 

もし、それでも上手くいかない場合は［添付資料ファイ

ル］でファイルの添付を行って下さい。 
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› 資料を添付する 

資料に参考資料を添付できます。 

参考資料を添付することによって、課題などを資料ペー

ジからダウンロードできるようになります。 

添付ファイルは、資料ページの各ページに対して設定す

ることができます。 

資料を添付させるには、資料の新規作成画面または修

正画面で「添付資料ファイル」の横にある［参照］をクリッ

クします。 

 

ファイル選択ウィンドウから、添付資料として使うファイル

を選択します。 

 

①添付資料ファイル 

②添付するファイル

を指定して、「開く」

ボタンを押します。 

 

資料を開いたときに、ページの右隣に「資料」と表示され

ます。 

 

「資料」をクリックするとダウンロードの画面に切り替わり

ます。 

 

資料はここをクリックしてダウ

ンロードします。 

 

■ 資料の編集 
既存の資料を編集するには、コース管理者メニューの

「コンテンツ管理」から「資料」メニューを選択するか、コン

テンツリストに表示されている［編集］をクリックします。 

 

コンテンツを最後に更新した日付と更新者も表示されて

います。 

  

[編集] 

[資料] 

更新日 
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「資料」メニューから入った場合は、一覧で表示される資

料の中から編集したい資料を選択して［編集］を選択しま

す。 

 

コンテンツを選択して［編集］
ボタンをクリックします。 

 

資料のオプションを再設定します。資料の中身を変更す

る場合は［資料編集］ボタンをクリックします。オプション

の変更だけであれば［変更を保存して終了］をクリック

し、メニューに戻ります。 

 

オプションを変更する必要
があれば変更し、［資料編集］
をクリックします。 

 

 

資料の内容を変更できます。資料を最新の内容に入れ

替えたり、ページの順番を変えたりすることができます。 

すべての編集が終わったら［終了］ボタンをクリックしま

す。 

 

［終了］ボタン 
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› ページの追加 

新しいページを追加するにはメニューボタンから［新しい

ページを追加］ボタンをクリックします。 

もし 2 ページ目と 3 ページ目の間に新規ページを挿入し
たい場合は、まず 2ページに移動してから［新しいページ
を追加］ボタンをクリックしてください。 

 

［新しいページを追加］ボ

タンをクリックすると新規

ページが作成されます。 

ページの途中に新しいページを

挿入することもできます。選択

されているページの次のページ

が新規ページになります。 
 

› ページの入れ替え 

各タイトルの横にページ番号を選択できるドロップダウン

リストがあります。 

たとえば 2ページの内容を 4ページに移動したい場合は
ドロップダウンリストから4を選択するとページが4ページ
に移動します。 

 

移動先のページ番号をドロッ

プダウンリストから選択する。 

 

› ページの削除 

削除したいページに移動して［削除］ボタンをクリックしま

す。 

※このとき、削除確認画面は表示されませんのでご注意

ください。 

 

削除したいページに移動し

て［削除］ボタンを押します。 
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■ 資料の削除 
既存の資料を削除するにはコース管理者メニューのコン

テンツ管理から「資料」を選択します。 

 

［資料］をクリックします。 

 

削除する資料を選択して［削除］ボタンをクリックします。 

 

削除する解説を選択して[削除]ボ
タンをクリックします。 

 

本当に削除してもよいか確認するメッセージが表示され

ますので、［削除］ボタンをクリックします。 

これで資料が削除されました。 

 

本当に削除しても良いかの確
認メッセージが表示されます。
削除してもよければ［削除］ボ
タンをクリックします。 
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■ 資料の一括取込み 
多数のページを含む資料を作成する時には一括作成機

能が便利です。一括取り込みには、Word 等で作成した
資料用の素材ファイルと、章題や節題などを指定した

CSV 形式ファイルの 2 つのファイルを一つにまとめたも
のが必要です。 

一括作成用のサンプルファイルがありますので、「ダウン

ロード」の中からダウンロードしてください。 

サンプルファイルはそのまま一括取り込みできる圧縮フ

ァイルです。（圧縮ファイルには、Word ファイルと、CSV
形式ファイルが含まれています）。中に入っているファイ

ルを確認するには解凍する必要があります。 
 

サンプルファイルはここ
からダウンロードできま
す。 

 

» 取込み用ファイルの作成 

(1) 一括取り込みのための素材ファイルを用意します。
素材ファイルは、WebClass へ取り込めるものであれば何
でも結構です。 

(Word/Excel、PDF、Text、LaTeX、HTML、画像)  

詳細はマニュアル「WebClass の概要 p.14～15 取り込
み可能なファイルの種類」のページをご覧ください。 

(2) CSV ファイルを作成します。 

章題や節題、どのファイルを使うかといったことをCSV形
式のファイルで指定します。CSV ファイル（サンプルファ
イル名: t_list.csv）には chapter, section, fileの項目があり
ます。 

それぞれの指定は、次の通りです。“chapter”には章題、
“section” には節題、“file”には素材となるファイル名を
指定します。”attaché_file”に参考資料ファイルを指定す
ることもできます。 

(3) 作成した素材ファイルと CSV ファイルを、以下の方
法でまとめて圧縮します。 
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[Windowsでの圧縮] 

素材ファイルと CSV ファイルを同じ場所に置き、すべて
のファイルを選択します。 

 

ファイルを選択するときは、キーボードの［Ctrl］キーや
［Shift］キーを押しながらクリックしてください。 

取り込むには「p.78  

ファイルの取り込み」をご覧ください。 

[Windowsでの圧縮] 

 
 
 

全てのファイルを選択します。 

 
選択しているファイル上で右クリックを行い、「送る」→
「圧縮（zip形式）フォルダ」を選択します。 

 

[圧縮（zip形式）フォルダ]を選択します。 

 
[Mac OS Xでの圧縮] 

素材ファイルと CSV ファイルを同じ場所に置き、すべて
のファイルを選択します。 

 

ファイルを選択するときは、キーボードの［command］キ
ーや［Shift］キーを押しながらクリックしてください。 

[Mac OS Xでの圧縮] 

 
 
 
 

全てのファイルを選択します。 
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選択しているファイル上で［control］キーを押しながらクリ
ックをして、「～を圧縮」を選択します。 

取り込むには「p.78  

ファイルの取り込み」をご覧ください。 

 
 
 「圧縮」を選択します。 

 

» WebClassへの取り込み 

コースメニューの「コンテンツ管理」から「資料」をクリック

すると右の画面が表示されます。 

次に［新規作成］を選択します。 

 

［新規作成］を選択します。 

 

資料のタイトルや説明、オプションを設定して［資料作

成：一括取込み］をクリックします。 

 

［資料作成：一括取込み］を

クリックします。 
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［参照］ボタンで一括取り込み用のファイル（例 : 
kyozai.lzh）を指定し［読込み］ボタンをクリックします。 

 

［参照］ボタンで一括取り込み

用ファイルを指定して［読込

み］ボタンをクリックします。 

 

特にエラーが無ければ確認画面へ進んでください。 

《ヒント》 

エラーが表示される場合、多くはCSVファイルで指定
したファイルが見つからない場合です。ファイル名に

日本語が混じっていないか、大文字小文字に間違い

はないか確認をお願いします。 

 

取り込み完了のメッセ

ージが表示されます。 

 

一括取込みが完了しました。ページ入れ替えや追加削

除なども通常通り行えます。 
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2. テスト/アンケート課題 

■ テスト/アンケート課題の作成 
テストを作成するにはメニューのコンテンツ管理から「テ

スト/アンケート」をクリックします。次にメニューから[新規
作成]ボタンをクリックします。 

 

「テスト/アンケート」 

 

» テストの名前を入力する 

テストのタイトル名を入力します。ここで入力したタイトル

がコンテンツリストに表示されます。 

タイトルは同じコース内に存在する他のコンテンツ名と

（資料やユニットを含む）重複するものは使えません。 

テストの名前は後から変更することも可能です。 

 

「タイトル」を入力します。 
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» アクセス制限を設定する 

アクセス制限には 3種類あります。 

· コースメニューで表示 

· コースメニューで非表示 

· ゲストユーザへも公開 

 

このコンテンツのアクセス権を
設定します。標準は「コースメ
ニューで表示する」です。 

 

【コースメニューで表示】 

テスト単体で、登録ユーザだけが閲覧できるモードで

す。ゲストユーザはアクセスできません。 

【コースメニューで非表示】 

ユニットとは、資料とテストをいくつか組み合わせて

一つのコンテンツ（教材）にしたものです。「ユニット」

用のコンテンツとして利用可能です。 

一般ユーザ（学生）もゲストユーザも、コースメニュー

で非表示へはアクセスできません。利用するために

はユニットに組み込むことが必要です。コース管理者

画面ではユニット用コンテンツに指定されたものはグ

レーで表示され、実行することも可能です。 

【ゲストユーザへも公開】 

WebClass の登録ユーザと、WebClass に登録されて
いないゲストユーザの両方が利用可能なコンテンツ

です。ゲストユーザの場合は、ログイン画面で[ゲスト
ログイン]ボタンを押すとコンテンツリストが表示され
ます。認証を通らずに、誰でもアクセスできるようにな

りますので良く確認してご利用ください。 

 

コースメニューで非表示は
グレーで表示されます。 
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» テストの種類を設定する 

テストの形式には 9種類あります。 

· 自習用(成績公開) 

· 試験(成績非公開) 

· 一問一答 

· アンケート(記名式) 

· アンケート(無記名式) 

· レポート」「学習カルテ 

· HotPotatoes（試験） 

· HotPotatoes（自習用） 

 

テストの「種別」を設定します。 

 

【自習用(成績公開)】 

自主学習に適したモードです。採点後、採点結果の

画面が表示され、間違ったテストの資料を見たりして

学習を深めることができます。また過去の試験結果

もすべて閲覧できます。 

【試験(成績公開)】 

試験モードでは、テスト終了後に採点結果を表示す

る画面がでません。試験結果はコース管理者だけが

見ることができます。試験を受けたユーザ自身にも非

公開にされますので、受講者からみると試験を受け

るだけのモードになります。 

※コース管理者の設定によっては、点数だけを公開する

ことが可能です。詳しくは成績管理とその他の機能マニ

ュアル p.31 『「試験」モードの結果通知』をご覧下さい。 

 

【一問一答】 

一つの問題ごとに答えを確認しながらテストを進める

ことが出来ます。資格試験対策などに効果的です。 

※前の問題に戻ることが出来ないため、「未回答が

あった場合」のオプションでは「全て回答するまで終

了できない」は選択しないで下さい。正しく終了できな

い場合があります。 

 

【アンケート(記名式)】  
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アンケート収集に適したモードです。アンケートです

ので、採点や採点結果の閲覧といった機能がありま

せん。記名式は、名前を記名して受ける形式です。 

【アンケート(無記名式)】 

アンケート収集に適したモードです。アンケートです

ので、採点や採点結果の閲覧といった機能がありま

せん。無記名式は、名前を記名せずに受ける形式で

す。 

【レポート】 

レポートの提出ができます。また、提出されたレポー

トを採点することもできます。 

 

【学習カルテ】 

ユーザからの相談があった場合に、ユーザの関連情

報を見ながら返信できる機能です。 

 

【HotPotatoes（試験）】 

HotPotatoes というアプリケーションで作成した問題を
WebClass 内に取り込み、通常の試験モードと同じよ
うに、テスト終了後に採点結果を表示しないモードで

す。採点結果はコース管理者だけが見ることができ

ます。 

【HotPotatoes（自習用）】 

HotPotatoes というアプリケーションで作成した問題を
WebClass 内に取り込み、通常の自習用モードと同じ
ように、採点後、採点結果の画面が表示され、間違っ

たテストの資料を見たりして学習を深めることができ

ます。 
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» 選択肢の添え字の種類を選択する 

選択肢の添え字はテストを表示するときの選択肢の表

記方法を指定します。 

【1234】 

選択肢を “1. 2. 3. 4.” で表示します。 

【アイウエオ】 

選択肢を “ア. イ. ウ. エ. オ.” で表示します。 

【abcd】 

選択肢を “a. b. c. d.” で表示します。 

【ABCD】 

選択肢を “A. B. C. D.” で表示します。 

【選択肢の添え字なし】 

選択肢の文字を表示しません。通常はこのオプショ

ンは使いません。 

 

「添え字」のスタイル
を選択します。 

 

» テストの表示形式を選択 

テストの表示形式を設定します。形式は、複数ページと

単一ページの 2種類あります。 

【複数ページ】 

問題ごとにページを分けます。 

【単一ページ】 

1ページに全ての問題を表示します。 

《注意》 

「単一ページ」を選択した場合、「問題ごとの回答に

かかる時間」を計測できません。問題文はテキスト入

力したものが表示されファイルで作成した問題は表

示されません。htmlファイルやPDFファイルは表示が
できません。 

携帯電話でコンテンツを閲覧するには、「単一ペー

ジ」に設定していただく必要があります。 

 

テストの「表示形式」を指定します。 
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» テストの説明を入力 

テストを開いたときに表示されるテストの中身の説明文

です。 

簡単な内容で良いので、できるだけ入力するようにしてく

ださい。 

 

テストの「説明」を入力します。 

 

» 利用できるメンバーを限定する 

テストを利用させたいメンバーを限定することができま

す。ただし、利用者を限定するには、コースメンバーに登

録されている必要があります。 

＠付きのユーザ ID は指定できません。＠より前のユー
ザ IDの指定をお願いします。 

枠内に設定されたメンバー以外は、コンテンツリストには

表示されますが、利用することはできません。 

メンバー限定を解除したい場合は、入力したメンバーを

削除します。  

利用させたいメンバー
を入力する。 

 

» 標準オプションの設定 

› 日時制限 

テストを実行できる日時を制限します。日時制限をかけ

るには「する」にチェックをつけてから、リストを選択して

閲覧できる日付と時間を指定します。時間の指定は 5 分
毎に指定できます。 

※日時制限を設定したユニット内に日時制限を設定した

教材が含まれる場合、どちらの日時制限も独立して動作

します。ユニット用に日時制限を設定する際は、教材の

日時制限がユニットの日時制限内かご確認することをお

勧めします。 

 

実行できる期間を指定します。 
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› ランダム出題 

テストを出題するときに、テストの順番をランダムに並べ

替えます。テストの順序が受講者によって異なるのでカ

ンニング防止に役立ちます。 

また、問題数を指定することで、全問題の中から、指定し

た問題数をランダムに抽出して出題させることができま

す。 

例えば、20 問の問題を作成してその中の 10 問をランダ
ムに抽出して出題することができます。 

 

ランダム出題をする場合は「す
る」にチェックをつけます。 

 

› 選択肢並べ替え 

選択肢の順番を入れ替えます。これによって受講者の答

えが変わってきますのでカンニング防止に役立ちます。 

《ヒント》 

コース管理者側で成績をチェックする場合には正しい

正答番号に変換されて表示されますので、混乱する

ことはありません。 

このオプションを選んだ場合には資料を選択肢ごとにつ

ける必要があります。 

 

選択肢の並べ替えを行う場合
は「する」にチェックをつけま
す。 

 

› 回答の見直しを許可 

回答の見直しを許可するか指定を行います。「する」にチ

ェックをつけると、前回回答を行ったテストの続きから再

開することが出来ます。 

《ヒント》 

「する」にチェックが付いている場合にレポートの再提

出を行うと、前に提出を行ったレポートに上書きされ

ます。時間制限を設定している場合には、前回受験

したときの残り時間から再開されます。 

※このオプションを有効にした場合、問題数の変更や問

題の再編集を行うと、次のような動作になりますのでご

注意下さい。 

 

回答の見直しを許可する場合
には、「する」にチェックをつ
けます。 
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例）テストの問題数を後から追加した場合 

先生がテスト作成をスタートします。この時、「回答の見

直しを許可」は「する」に設定してあります。 

学生が作成途中のテスト 5問を受講します。 

先生がテストの問題を追加します。 

問題数が 5問から 10問になり、全 10問のテスト作成が
完了しました。 

 

5問の問題を作成して、問題作
成を途中で終了します。 
（問題数は全 10問の予定） 

 

学生が再度テストを受講します。 

「回答の見直しを許可」オプションの影響で、回答した時

の回答履歴が呼び出されます。 

  

実際のテストの問題数は 10 問になっていますが、「回答
の見直しを許可」オプションの影響で、5問の問題が出題
されてしまいます。 
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この時、全 10 問を出題させるためには「回答の見直しを
許可」オプションを無効にするか、回答してしまった学生

のログ情報を削除します。 

既に回答を行った
回答履歴が呼び出
されます。 

 

› 合格点を設定 

ボーダーラインを設定できます。ボーダーラインを設定す

るときは、ボーダーラインとなる点数を入力します。例え

ば 80と入力すれば、試験で 80点以上の人が合格になり
ます。 

0 と設定するとボーダーラインは設定されません。 

テストの種類が「自習用」でボーダーラインを設定してい

る場合は、採点画面で「合格」「不合格」というメッセージ

が表示されます。 

《注意》 

ユニットの中でボーダーラインの設定されたテストが

あった場合は、合格するまで次のコンテンツに進めま

せん。 

 

ボーダーラインとなる点数を
指定します。 

 

› 実行回数の制限 

テストを実行する回数を制限することができます。たとえ

ば一人につき 1 回しか答えられないアンケートや試験テ
ストを作成したりする場合などに使います。実行回数を

制限するには制限したい回数を入力します。 

空白にしていると実行回数は無制限に設定されます。 

 

実行回数を入力します。 
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› 時間制限 

テストを解く時間を制限します。時間制限をする場合に

は、制限時間を分単位で入力します。例えば90と入力す
れば、試験が 90分経過するとその時点で強制的に採点
が行われ、試験が終了します。 

0 と設定すると時間制限はなくなり、時間無制限に設定さ
れます。 

※時間制限を行うと、携帯電話からの閲覧が行えなくな

ります。 

 

制限時間を分単位で入力します。 

 

» 追加オプションの設定 

以上のような標準オプションだけでなく、[追加オプション
を表示]ボタンをクリックすることで、詳細なオプション設
定ができます。 

 

[追加オプションを表示]ボタンを 
クリックします。 

 

› ロックパスワード 

パスワードを設定することによって、成績の閲覧やテスト

教材の作成・編集時に制限をかけることができます。 

※パスワードには漢字を使用することもできます。 

 

パスワードを入力し
ます。 
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成績の閲覧/教材の編集時にパスワードの入力を求めま
す。パスワードが合致しないと閲覧・編集できません。 

［成績画面］ 

 

› 実行パスワード 

パスワードを設定することによって、パスワードを知って

いるユーザのみにテストを開始させることができます。 

※パスワードには漢字を使用することもできます。 

 

パスワードを入力し
ます。 

 

コンテンツ開始時にパスワードの入力を求められます。

パスワードが合致しないと受講できません。 
［コンテンツ受講画面］ 
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› IPアドレス制限 

テスト/アンケート教材へのアクセスを IPアドレスによって
制限することができます。 

 

教材にアクセスできる IPアドレスを指定します。 

※例のようにワイルドカード(*)が使用できます。 

例) 192.168.1.* 

 

IP アドレス制限の設
定 

 

› 未回答のチェック 

テスト実行時に、ユーザが全ての設問に解答をしたかを

チェックします。未回答の設問がある場合の動作を「何も

しない」「警告を出す」「全て回答するまで終了できない」

というオプションから選択します。 

「一問一答」形式のテストを作成する場合は、「全て回答

するまで終了できない」を選択しないで下さい。 

「一問一答」形式は前の問題に戻ることが出来ないた

め、このオプションを選択してしまうと正常にテストを終了

することが出来なくなってしまう場合があります。 

 

未回答チェックを設定します。 

 

› 前の問題に戻れないように 

前の問題に戻れるかどうかを設定します。 

 

前の問題に戻れな
いように 
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› 正解した問題のみ正答/資料を表示 

正解した問題のみ正答や資料を表示するかどうかを設

定します。 

 

正解した問題 

 

› 「しおりをつけて閉じる」ボタンの表示 

テスト/アンケート実行時に「しおりをつけて閉じる」ボタン
を表示するか設定を行います。 

 

「しおりをつけて閉じる」ボタ
ンの設定をします。 

 

› 印刷の許可 

資料として教材を印刷し配布したい場合は印刷の許可を

「する」に選択します。 

 

印刷の許可を設定します。 
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› 条件分岐 

条件分岐させる問題を作成するかどうかを設定できま

す。作成する場合は「する」を選択します。 

 

条件分岐を設定します。 

 

条件分岐を「する」に選択した場合、テスト作成画面上に

［分岐条件設定］ボタンが表示されます 

 

［分岐条件設定］ボタンが
表示されます。 

 

テストに関するオプションの設定が終了したら、［テスト作

成:問題編集］をクリックします。 

［テスト作成:問題編集］は、テストを一問ごとに作成する
モードです。通常はこちらを選択してください。 

《ヒント》 

予めデータを用意しておいて一括して取り込むことも

できます。詳しくは「p.54 テスト/アンケート課題の一
括取込」のページをご覧ください。 

 

［テスト作成:問題編集］
をクリックします。 
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› 提出されたアンケート・レポートの公開 

アンケートや提出されているレポートを公開するかどうか

を設定します。 

 

アンケート/レポートの公開 

 

› ピアレビュー 

ユーザ同士がレポートやコメントを評価できるようにする

かどうかを設定します。 

 

ピアレビュー 
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» テスト入力画面 

 

問題プレビューエリア 

ページ切り替えボタン 

ページ移動ボタン 

配点入力 

問題入力（手入力） 

問題入力（ファイルで入力） 

保存 

問題オプション 終了ボタン 

解説プレビューエリア 

解説入力エリア 

添付ファイル 

 

フレーム、ウィンドウサイズは、変更することができます。 

› 配点を指定する 

試験の場合はテストに対する配点を指定します。 

テストの種類で「アンケート」を選択している場合は、この

項目は表示されません。 

 

配点を指定します。 
（試験の場合） 
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配点のオプションとして、難易度と出題分野を指定できま

す。 

 

難易度を指定 
 

出題分野 

 

テストの難易度ランクは、A～C（難～易）の 3 通りありま
す。C ランクのテストを間違えると、成績表示画面のコメ
ント欄に「要注意」と赤で表示されます。 

出題分野を入力しておくと、成績表示画面で出題分野ご

とに、出題数、正答数、正答率が表示されます。 

 

出題分野ごとの結果 

コメント欄 

 

› レポート課題や記述式問題をルーブリックで評価する 

ルーブリック機能では、主観的に評価しがちなレポート課

題や記述式問題での採点を明確な判断基準によって絶

対評価できるようにサポートします。 

※ルーブリックで評価できる教材の種別は、レポートや

記述式問題の採点ができる「自習用」、「試験」、「レポー

ト」です。以下の説明は上の種別を選択しているものとし

て、解説しています。 

「配点」の「ルーブリックを編集」を開き、直接入力する

か、事前に作成した csv ファイルを指定することでルーブ
リックを設定できます。  

「ルーブリックを編集」
をクリックします。 
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《ルーブリックの形式》 

行のタイトルが「評価規準」、列のタイトルが「尺度」で

す。 

このとき、WebClass では右端の列（尺度）を 1 点とし
て、左向きに 1 点ずつ、最大、列数分の点数が自動
的に設定されます。 

各規準に対する「評価基準」は、左端の列が最も評

価が高く、右端の列が最も評価が低くなるように設定

します。 

論理構成を意識した文章の書き方のルーブリックの例 

 
A B C 

導入 

一般論と主張

が関係してい

る 

一般論がある 
テーマの説明

がある 

問題

提起 

問を満たした

上で一般論の

問題点と対比

させる形で主

張を提示して

いる 

問を満たした

主張がある 
意見がある 

展開 
具体例があり、

説得力がある 

客観的な具体

例がある 
具体例がある 

結論 

一貫した主張

がわかりやす

く、まとまって

おり、提案を提

示している 

一貫した主張

がわかりやす

く、まとまって

いる 

まとめがある 

 

《直接ルーブリックを入力する》 

まず、「ルーブリックのサイズ」を“行数×列数”で指

定します。 

次に《ルーブリックの形式》に沿って、評価基準をそ

れぞれ入力していきます。完成したら、[保存]ボタン
をクリックします。 

 

「評価規準」 

「評価基準」 

「尺度」 
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《csv ファイルでルーブリックを作成する》 

まず、Excel などの表計算ソフトやテキストエディタを
開き、《ルーブリックの形式》に沿って、各セルに評価

基準を入力していきます。 

ただし、csv ファイルで保存するので、セル内の文字
列は改行しないでください。また、csv ファイルでは A
列 1行目のセルの内容は無視されます。 

完成したら、「名前を付けて保存」で csv ファイルとし
て保存します。このファイルを「ルーブリックを CSV フ
ァイルから読み込む」で指定し、[実行]ボタンをクリッ
クし、正常にWebClassに取り込まれたことを確認した
ら、[保存]ボタンをクリックします。 

※「ルーブリックのサイズ」は指定する必要はありま

せん。 

 

A 列 1 行目以外のセル
に改行せず入力します 

 

なお、WebClass の問題編集画面に戻ったら、配点が「ル
ーブリックのサイズ」で指定した数値の積になるように修

正してください。 

次に「課題スタイル」で「レポート提出」と「記述式」のどち

らか適切なものを選択してください。 

 

› 問題の手入力 

問題文を入力します。段落やスペースも、入力した形式

のままでユーザ画面に表示されます。簡単なアンケート

の作成に向きます。 

※タブ文字や HTML タグ(HTML4や XHTML1のブロッ
ク・インライン要素)を使用できます。ただし、Shift-JIS で
表示できる文字を使用してください。絵文字や半角カタカ

ナ、  (マルイチ)のような機種依存文字、日本語や英
数字以外の文字を使用すると正しく表示できない可能性

があります。 

 

問題を手入力します。 

画像や音声ファイル
を指定できます。 

入力し終わったら［保存］
ボタンをクリックします。 

 

画像/音声ファイルも一つだけ指定できます。画像形式は
jpeg、 gif、 png といったファイル、音声ファイルは
QuickTimeやWAVファイルが利用できます。指定した画
像はテスト文の下に表示されます。 

［参照］ボタンから対象となる画像ファイルを指定してくだ
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さい。 

入力し終わったら［保存］ボタンをクリックして出来上がり

のイメージを確認します。 

音声は、QuickTime や MediaPlayer などのプラグインが
正しく設定されている必要があります。 

› 問題ファイルの取り込み 

問題文の中に表や図を含んだものは Word や既に作成
済みの HTML コンテンツを入力したほうが速くてきれい
にできあがります。  

例えば、これまでは印刷して配布していた Word ファイル
をそのまま問題集として取り込むことができます。Word
以外にも、Excelファイル、HTML4やXHTML1で書かれ
たHTMLファイル、TEXTファイル、LaTeXファイル、PDF
ファイル、画像ファイルを取り込むことができます。詳細

はコース管理者マニュアル「WebClass の概要 p.14 取り
込み可能なファイルの種類」をご覧ください。 

 

「ファイルの種類」
は「すべてのファイ
ル (*.*)」に 

ファイルを指定して
［保存］をクリック
します。 

 

《注意》 

テストの表示形式で「単一ページ」を選択した場合、

ファイル指定ができませんので、「複数ページ」にして

下さい。 

Office ファイルを 100%の精度で取り込むことはでき
ません。HTML 変換、PDF 変換の順に精度が高くな
っています。もし、それでも上手くいかない場合は［添

付資料ファイル］でファイルの添付を行って下さい。 

 

例：Word ファイルの取り込み方 

［参照］ボタンをクリックして、問題文として使うファイ

ルを指定します。標準状態では拡張子が .doc の
Word ファイルが見えないことがありますので、必ず
「ファイルの種類」で「すべてのファイル (*.*)」を選択
します。 

Word ファイルを指定したら［保存］ボタンをクリックし
ます。HTML 化されたコンテンツが保存エリアに見え
れば完了です。 
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› 資料を添付する 

すべての問題の種類で資料として、jpeg、gif、png といっ
た画像/音声ファイル、QuickTime や WAV などの音声フ
ァイルを添付することができます。指定した画像はテスト

文の下に表示されます。 

［参照］ボタンから添付するファイルを指定してください。 

指定したら［保存］ボタンをクリックします。 

 

問題を手入力します。 

添付ファイルを指定
します。 

指定したら[保存]を
クリックします。 

 

› 問題ごとの解答欄の設定 

選択肢の、数を設定し、選択肢を入力します。また自動

採点のための正答を設定します。 

テストは問いごとに設定できますので、一つのテストの中

に、異なるのテストを入れることができます。 

各の特徴は次の通りです。 

 

問題のスタイルを
指定します。 

選択肢の数を指
定します。 

選択肢を入力します。 
正答にチェック
をつけます。 

 

【単数選択式】 

複数の選択肢から一つだけ選択できるモードです。

択一式のテストに利用できます。 

 

《ヒント》 

選択肢に“その他”と入力した場合、自動的にテキス
ト入力ボックスが表示されます。 

 
その他 

選択肢を入力します。 

 

右のように表示されます。 
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【複数選択式】 

選択肢の中から複数の答えを選択できるモードで

す。全ての選択肢について正解しないと得点になり

ません。 

 

《ヒント》 

選択肢に“その他”と入れた場合、自動的にテキスト
入力ボックスが表示されます。 

 
その他 

選択肢を入力します。 

 

右のように表示されます。 

  

【単語/数値入力】 

穴埋めテストが作成できます。 

入力された文字列、数値が正しいかどうかを正答と

比べ、マッチしていれば正解です。大文字小文字や

全角半角を区別することができます。 

  

《ヒント》 

正答文字列/数値欄に 'A or B' のように入力するこ
とで複数の正解を指定することができます。 

正解に「or」を含む場合、{A or B}のように括弧で囲
んで入力します。 

※この問題形式は部分点が入ります。 

右のように表示されます。 
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【記述式】 

テキストボックスが表示され、解答者が自由に内容を

記述できます。論述式のテストやアンケートなどに適

しています。最大 20000 文字までの字数制限を設定
できます。また、カンマやダブルクォーテーションとい

った記号も使えます。採点は自動的には行われず、

コース管理者が採点する必要があります。 
  

右のように表示されます。 

  

【レベル選択】 

例えばアンケートなどで「5 段階のレベルの中からも
っとも近いものを選んでください」というような問いが

あります。このアンケート形式はそういったレベルを

入力するのに適したモードです。レベルは 26 段階ま
で設定可能です。 

  

右のように表示されます。 

  

【ドロップダウン選択肢】 

穴埋めテストに利用する選択肢です。あらかじめ解

答の候補をリストとして表示しておき、正しいものを選

択する方式です。26 箇所までの穴埋めテストに対応
し、選択肢候補は 40 個まで入力することができま
す。 

《ヒント》 

正答番号欄に '2 or 3' のように入力することで複数
の正解を指定することができます。 

※この問題形式は部分点が入ります。 
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右のように表示されます。 

  

【選択肢のみ】 

テストの中に選択肢があり、答えだけを選択する方

式です。 

  

右のように表示されます。 

  

【レポート提出】 

すべての問題の種類で、たとえば、「試験」でもレポ

ートファイルを提出させることができます。 

ユーザは、レポートのファイルを指定し、［レポート提

出］をクリックします。 

  

※「ファイルの種類を限定する」のチェックボックスをオン

にすることで提出できる（受け取る）ファイル形式に制限

をかけることができます。ファイル形式の指定をしない場

合は、全てのチェックボックスを外した状態にしてくださ

い。 

 

右のように表示されます。   
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【マッチング】 

左側にマッチする正しいものをドロップダウンリストか

ら選びます。 

 

この問題形式は部分点が入ります。 

  

右のように表示されます。 

  

【順序付け】 

正しい順序に並べ替える問題です。 

この問題形式は部分点が入ります。 

  

右のように表示されます。 

 

順番を選びます 
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【表形式(1)】 

縦と横がマッチングしたところにチェックを入力する問

題です。授業評価アンケートにも利用可能です。 

この問題形式は部分点が入ります 

  

右のように表示されます。 

 

ラジオボタンを

クリックします 

 

【表形式(2)】 

縦と横がマッチングしたところにチェックを入力する問

題です。(1)と違い、各項目に文章を入れることが可
能です。授業評価アンケートにも利用可能です。 

この問題形式は部分点が入ります。 

  

右のように表示されます。 

 

ラジオボタンを

クリックします 
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› 資料を入力する 

自習用のコンテンツの場合は、学習の手助けとなる資料

を入れておくとよいでしょう。テスト文と同様に、Wordなど
のファイルで指定するか手入力になります。 

すべて入力し終わったら［次へ］ボタンをクリックして次の

テストを入力するか、［終了］ボタンをクリックして完了し

ます。 

 

解説を手で入力するか、
Word ファイルなどを指
定します。 

 

» ページ編集 

› ページの追加 

新しいページを追加するには、挿入したいページに移動

して、［新しい問題を追加］ボタンをクリックします。 

移動したページの後に新しいページが挿入されます。 

例えば、2 ページ目と 3 ページ目の間に新規ページを挿
入したい場合は、まず 2ページに移動してから［新しい問
題を追加］ボタンをクリックしてください。 

 

［新しい問題を追加］ボタン

をクリックすると新規ペー

ジが作成されます。 

ページの途中に新しいページを

挿入することもできます。選択

されているページの次のページ

が新規ページになります。 

 

› ページの入れ替え 

各タイトルの横にページ番号を選択できるドロップダウン

リストがあります。 

たとえば 2 ページの内容を 4 ページに移動したい場合
は、ドロップダウンリストから 4を選択するとページが 4ペ
ージに移動します。 

 

移動先のページ番号をドロップ

ダウンリストから選択する。 

 



WebClass コース管理者マニュアル  
教材の作成 

 47 

› ページの削除 

削除したいページに移動して［削除］ボタンをクリックしま

す。 

 

削除したいページに移動し

て［削除］ボタンを押す。 

 

› 問題のグループ化 

ランダム出題時に関連するテストが分かれてしまうのを

防ぎます。 

例えば TOEIC の模擬テストなどでは前半がリスニング、
後半がリーディングになっています。 

さらに後半のリーディングでは 2～3 問のテストが連続テ
ストとして出題されています。 

これらの関連のあるテスト群をコース化して、ランダム出

題時に関連テストがバラバラになるのを防いで、出題さ

せることができます。 

作成方法は、［問題のグループ化］ボタンをクリックしま

す。 

 

［問題のグループ化］ 

 

関連のあるテストに同じ番号をつけます。 

空白または 0 となっている部分はグループ化されませ
ん。負の値を指定するとそのブロック内での順序を維持

します。 

グループ化されるテストは連続していなければなりませ

ん。 

グループ化は最大 5段階までもたせることができます。 

［シミュレーション］を何度かクリックし、確認します。 
 

シミュレーション 
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» 分岐設定 

テスト/アンケートなどの回答内容によって学習者の進む
問題番号を分岐させることができます。 

つまり、右のフローチャートの様なテスト/アンケートを作
成することができます。 

 

フローチャートの中のアンケート項目①～⑦を作成しま

す。 

問題作成画面で作成して下さい。 

作成方法は、これまでの問題、アンケートなどと同様の

手順です。 

 

①～⑦までを作成する。 

 

アンケート項目①～⑦の作成が終わったら、［分岐条件

設定］ボタンをクリックします。 

 

［分岐条件設定］をク

リックする。 
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分岐条件設定画面が表示されます。 

「問題文」に対して必ず回答を求める場合は、「必須」に

チェックを入れます。 

チェックを入れた場合は、回答しないと次の問題へ進む

ことができません。 

 

「必須」の場合は、

チェックする。 

 

「回答」、「無条件で」のどちらかを選択して下さい。 

【回答】 

回答者がある特定の回答を選択した場合、次に進む

べき問題を示すときに使用します。 

 

【無条件で】 

回答者がどの回答を選択した場合でも、次に進むべ

き問題が同一のときに使用します。 

 

「回答」/「無条件」の
どちらかを選択する。 

 

「回答」を選択した場合は、「＝」を選択した後、どの回答

の場合かを選択します。 

 

どの回答の場合かを

選択する。 
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次に回答させたい問題番号を選択します。 

「無条件で」を選択した場合も同様に、問題番号を選択し

ます。 

 

次に回答させたい問

題番号を選択する。 

 

全ての設定が終わったら、［保存］ボタンをクリックしま

す。 

 

画面上部に設定が保存された旨のメッセージが表示さ

れます。 

メッセージが表示されたら、「このウィンドウを閉じる」をク

リックして画面を閉じて下さい。 

 

メッセージが表示されたら、

「このウィンドウを閉じる」

をクリックします。 

 



WebClass コース管理者マニュアル  
教材の作成 

 51 

■ テスト/アンケート課題の編集 
既存のテストを編集するにはコース管理者メニューのコ

ンテンツ管理から「テスト/アンケート」を選択するか、コン
テンツリストに表示されているテスト名の横にある［編集］

をクリックします。 

 

コンテンツを最後に更新した更新者名と更新日が表示さ

れます。 

 
［編集］ 

テスト/アンケート 

更新者名/更新日 

 

もし、「テスト/アンケート 作成/編集/削除」メニューから入
った場合は、リストの中から編集したいコンテンツを選択

して［編集］を選択します。 

  

コンテンツを選択して［編集］
ボタンをクリックします。 

 

テストのオプションを再設定します。テストの内容を変更

する場合は、［テスト編集］ボタンをクリックします。 

オプションの変更だけであれば、［変更を保存して終了］

をクリックし、メニューに戻ります。 

 

オプションを変更する必要があれ
ば変更し、［テスト編集］をクリッ
クします。 
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テストの内容を変更できます。テストを最新の内容に入

れ替えたり、ページの順番を変えたりすることができま

す。 

 

テストの内容の変更ができます。 

 

テストがコピーできます。［コピー］ボタンをクリックする

と、現在のページの内容を次ページにコピーして挿入し

ます。 

すべての変更が終わったら［終了］ボタンをクリックしま

す。 

  

テストの内容の変更が終わっ
たら［変更を保存して終了］ボ
タンをクリックします。 

［コピー］ボタン 

 

■ テスト/アンケート課題の削除 
既存のテストを削除するには、コース管理者メニューのコ

ンテンツ管理から「テスト/アンケート」を選択します。 

 

「テスト/アンケート」 

 



WebClass コース管理者マニュアル  
教材の作成 

 53 

削除するテストを選択して［削除］ボタンをクリックします。 

 

削除するテストを選択して［削
除］ボタンをクリックします。 

 

本当に削除してもよいか確認するメッセージが表示され

ますので、［削除］ボタンをクリックします。 

これでテストが削除されました。 

 

本当に削除しても良いかの確
認メッセージが表示されます。
削除してもよければ［削除］ボ
タンをクリックします。 
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■ テスト/アンケート課題の一括取込 
多数のページを含むテストを作成する時には「一括取

込作成」機能が便利です。 
「ダウンロードメニュー」の中のサンプルファイルから一

括作成用のサンプルファイルをダウンロードできます。 

 

一括取り込みには、以下の 2種類があります。 

· 問題と資料をファイル作成する方法 

（サンプルファイル名：question_sample.lzh） 

· 問題と資料をテキストだけで指定する方法 

(サンプルファイル名：question_text.csv) 

 

サンプルファイル 

 

1. 問題と資料をファイル作成する方法は、試験問

題などの一括取り込みに適しています。 

2. 問題と資料をテキストだけで指定する方法はア

ンケートなどの一括取込みに適しています。 

 

question_text.csv 

question_sample.lzh 
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» 問題と資料をファイルから作成する方法 

› 素材ファイルの作成 

一括取り込みのためのファイルは下記の素材ファイル

と、テストの配点などの情報をもったCSV形式ファイルを
一つにまとめた取込み用ファイルが必要です。 

素材ファイルは WebClass でコンバートできるものであれ
ば何でも結構です。(Word, Excel, PowerPoint, PDF, Text, 
LaTeX, HTML, 画像) 

詳細はマニュアル「WebClass の概要 p.14 取り込み可
能なファイルの種類」をご覧ください。 

ここでは、取込み用ファイルのサンプルファイル

(question_sample.lzh) を利用して説明します。 
  

中に入っている Word や csv 形式ファイルを見るには、
question_sample.lzhを解凍する必要があります。 

《ヒント》 

圧縮ツールのアイコンにドラッグ&ドロップすると解凍
することができます。 

 

解凍すると下記のファイル名が見えます。 

· 配点ファイル：list.csv 

· 問題ファイル： 

Q1.doc、Q2.doc、Q3.doc、Q4.doc、Q5.doc 

· 資料ファイル： 

A1.doc、A2.doc、A3.doc、A4.doc、A5.doc 
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› csv形式ファイルの作成 

list.csv ファイルの以下の項目を 1問ごとに指定します。 

· point：配点を指定します。(例：10) 

· area：出題分野を入力します。(例：TCP/IP) 

· difficulty： 

難易度を A/B/Cで指定します。難易度は A>B>Cの

順に低くなります。 

· style： 

· 選択肢形式が指定できます。 

· 単数選択式: radio 

· 複数選択式: checkbox 

· 単語/数値入力: wordinput 

· 記述式: text 

· レベル選択: level 

· ドロップダウン選択肢: dropdown 

· 選択肢のみ: line 

· レポート提出: report 

· マッチング: matching 

· 順序づけ: ordinal 

· 表形式(1): matrix 

· 表形式(2): rubric 

· option_number：選択肢の数を指定します。(例：5) 

· answer： 

正答を指定します。1 と 4 のように複数ある場合は

「1!#!4」、1または 4の場合「1 or 4」とします 

· question_file： 

問題に使うファイルの名前です。(例：q1.doc) 

· description_file： 

資料に使うファイルの名前です。(例：a2.doc) 

· image_file： 

問題ファイルとは別に、画像や音声を指定する場合

list.csv ファイル 

 
各問ごとの配点などをCSVファイルの
中で指定します。 
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に使用するファイルの名前です。(例：sound.wmv) 

» 問題と資料をテキストだけで作成する方法 

ここでは、取込み用のファイルとしてサンプルファイル

(question_text.csv)を利用して説明します。 

  

question_text.csv以下の項目を 1問ごとに指定します。 

· point：配点を指定します。(例：10) 

· area：出題分野を入力します。(例：TCP/IP) 

· difficulty： 

難易度を A/B/Cで指定します。難易度は A>B>Cの

順に低くなります。 

· style： 

· 選択肢形式が指定できます。 

· 単数選択式: radio 

· 複数選択式: checkbox 

· 単語/数値入力: wordinput 

· 記述式: text 

· レベル選択: level 

· ドロップダウン選択肢: dropdown 

· 選択肢のみ: line 

· レポート提出: report 

· マッチング: matching 

· 順序づけ: ordinal 

· 表形式(1): matrix 

 

問題の項目を指定しま
す。 
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· 表形式(2): rubric 

· answer： 

正答を指定します。1 と 4 のように複数ある場合は

「1!#!4」、1または 4の場合「1 or 4」とします 

· question： 

問題文を入力します。 

※html タグの利用が可能です。 

· description： 

資料文を入力します。 

※html タグの利用が可能です。オプション設定画面

で選択肢並べ替えを有効にした場合、それぞれの

選択肢に対する資料を入力することができます。区

切り文字は“!#!”です。 

（例）中国は不正解です!#!ロシアが正解です!#!アメ

リカは不正解です!#! 

· image_file,question_file,description_file,converted_q

uestion_file,converted_description_file： 

これらの項目は使用しません。 

· option：選択肢を入力します。 

[Windowsでの圧縮] 

素材ファイルと CSV ファイルを同じ場所に置き、すべて
のファイルを選択します。 

ファイルを選択するときは、キーボードの［Ctrl］キーや
［Shift］キーを押しながらクリックしてください。 

取り込むには「p.78  

ファイルの取り込み」をご覧ください。 

[Windowsでの圧縮] 

 
 
 

全てのファイルを選択します。 
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選択しているファイル上で右クリックを行い、「送る」→
「圧縮（zip形式）フォルダ」を選択します。 

 

[圧縮（zip形式）フォルダ]を選択します。 

 

[Mac OS Xでの圧縮] 

素材ファイルと CSV ファイルを同じ場所に置き、すべて
のファイルを選択します。 

 

ファイルを選択するときは、キーボードの［command］キ
ーや［Shift］キーを押しながらクリックしてください。 

[Mac OS Xでの圧縮] 

 
 
 
 

全てのファイルを選択します。 
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選択しているファイル上で［control］キーを押しながらクリ
ックをして、「～を圧縮」を選択します。 

取り込むには「p.78  

ファイルの取り込み」をご覧ください。 

 
 
 「圧縮」を選択します。 

 

» WebClassへの取り込み 

以下のいずれかの方法でファイルが準備できたら、その

ファイルをWebClassに取込みます。 

1. ファイルを使用して作成する方法 

2. テキストだけで作成する方法 

コース管理者メニューのコンテンツ管理から「テスト/アン
ケート」をクリックします。 

次に［新規作成］を選択します。 

 

テスト/アンケート 

 

テストの名前や説明、オプションを設定して［テスト作成：

一括取込］をクリックします。 

 

［テスト作成：一括取込］

をクリックします。 
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［参照］ボタンで一括取り込み用のファイルを指定しま

す。 

· question_sample.lzh 

· kyozai.lzh 

· question_text.csv 

次に［読込み］ボタンをクリックします。 

《ヒント》 

標準状態では、取込みたいファイルが見えないこと

がありますので、必ず「ファイルの種類」で「すべての

ファイル (*.*)」を選択してください。 

 

［参照］ボタンで一括取り込み

用ファイルを指定して［読込み］

ボタンをクリックします。 

 

特にエラーがなければ確認画面へ進んでください。 

《ヒント》 

エラーが表示される場合、多くはCSVファイルで指定
したファイルが見つからない場合です。ファイル名に

日本語が混じっていないか、大文字小文字に間違い

がないかご確認をお願いします。 

 

取り込み完了のメッセージが表

示されます。 

 

一括取込みが完了しました。ページの入れ替えや追加、

削除なども通常どおり自由にできます。 
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■ ペーパーテストの成績を取り込む 
ペーパーテストやレポートを実施した際の成績を

WebClassへ取り込むこと(インポート)が可能です。 

※WebClassで作成したコンテンツと同様に「テスト/アンケ
ート オプション設定」や「講評」、「成績管理」機能を使う
ことができます。  

  

「コース画面」の「テスト/アンケート」で「作成/編集/削除」
をクリックし、「テスト/アンケート 作成/編集/削除」画面下
部の[外部データインポート]ボタンをクリックします。 

各ユーザ ID のペーパーテストの成績を「サンプルファイ
ルをダウンロード」から保存した import_external_data.csv
に Excelで入力します。 

  

ペーパーテストの名前を「インポートするコンテンツ名」に

入 力 し 、 「 CSV フ ァ イ ル 」 に 先 ほ ど 作 成 し た
import_external_data.csvを指定し、読み込ませます。 

「コース画面」上にインポートされた外部成績データのみ

を持ったコンテンツが作成されます。 
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【テスト/アンケート オプション設定】 

以下のオプションを利用することができます。 

· 成績の公開設定をするには「アクセス制限」の「種

類」を「自習用(成績公開)」か「試験(成績非公開)」に

します。 

· 「説明/注意点」に課題の説明を入力します。 

· 「ロックパスワード」で制限をかけることができます。 

· 「合格点の設定」が可能です。  

※「変更を保存して終了」から終了してください。 
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3. 会議室 

■ 会議室の作成 
会議室は、学習者同士が WebClass 上で議論できる場を
提供します。会議室はいくつでも作成できますので、週ご

とにテーマを決めて議論することもできます。 

会議室を作成するにはトップメニューの「コンテンツ管理」

から「会議室」をクリックします。 

次に［新規作成］ボタンをクリックします。 

  

会議室 会議室 

 

» 会議室のタイトルを入力する 

会議室のタイトルを入力します（必須）。このタイトル名で

コンテンツリストに表示されます。 

タイトルは同じコース内に存在する他のコンテンツ名と

（資料、テストやユニットを含む）重複するものは使えま

せん。 

会議室のタイトルは後から変更することも可能です。 

 

会議室のタイトルを
入力します。 
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» 会議室のアクセス制限を設定する 

アクセス制限は 3種類あります。 

· コースメニューで表示 

· コースメニューで非表示 

· ゲストユーザへも公開 

 

コンテンツのアクセス権
を設定します。 

 

【コースメニューで表示】 

会議室を単体で、登録ユーザだけが閲覧できるモー

ドです。ゲストユーザはアクセスできません。 

【コースメニューで非表示】 

ユニットとは、資料とテストをいくつか組み合わせて

一つのコンテンツ（教材）とするものです。「ユニット」

用のコンテンツとして会議室を作成します。 

一般ユーザ（学生）もゲストユーザもこの設定の会議

室には直接アクセスできません。利用するためには

ユニットに組み込むことが必要です。コース管理者画

面ではユニット用コンテンツに指定されたものはグレ

ーで表示され、実行することが可能です。 

【ゲストユーザへも公開】 

WebClassの登録ユーザと、WebClassに登録されてい
ないゲストユーザの両方が利用可能なコンテンツで

す。認証を通らずに、誰でもアクセスできるようになり

ますので良く確認してご利用ください。 
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» 会議室のを選択する 

会議室には 3種類あります。 

· 掲示板 

· Wiki 

· チャット 

 

コンテンツのスタイルを
設定します。 

 

【掲示板】 

与えられたテーマごとに意見を投稿し議論する場合

に適しています。 

【Wiki】 

一つの Web ページをコース内のメンバーで作成する
場合に適しています。 

マークアップ記法として PukiWiki記法(すべて利用で
きるわけではありません)を用いる事ができます。 

【チャット】 

リアルタイムで意見交換する場合に適しています。 

 

» 会議室のオプション設定 

【会議室の説明/注意点】 

会議室の中身の説明文です。簡単な内容で良いの

で、できるだけ入力するようにして下さい。 

【利用できるメンバーを限定する】 

会議室を利用させたいメンバーを限定することができ

ます。ただし、利用者を限定するには、コースメンバ

ーに登録されている必要があります。 

※＠付きのユーザ IDは指定できません。＠より前の
ユーザ IDの指定をお願いします。 

枠内に設定されたメンバー以外は、コンテンツリストには

 

オプションで会議室の説明や日
時制限等ができます。 

 



WebClass コース管理者マニュアル  
教材の作成 

 67 

表示されますが、利用することはできません。 

また、1行ごとにユーザ IDを記入した csvファイルを用い
ることで、一括して利用できるユーザを指定することもで

きます。 

 

【パスワード設定】 

パスワードを設定することによって、メンバーの中の

一部のユーザにコンテンツを実行したり、他のコース

管理者の成績閲覧（権限設定を変更した場合）や教

材編集を一部制限を加えることができます。 

パスワードを知っているユーザのみにテストを開始さ

せる場合、「実行パスワード」を入力します。 

成績の閲覧やテスト教材の作成・編集時に制限をか

ける場合は「ロックパスワード」を入力します。 

パスワードには漢字を使用することもできます。 

コンテンツ開始時にパスワードの入力を求められま

す。パスワードが合致しないと受講できません。 

［コンテンツ受講画面］ 

 

パスワードの入力を
求められます。 
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【日時制限】 

会議室を閲覧できる日時を制限します。日時制限を

かけるには「する」にチェックをつけてから、リストを選

択して閲覧できる日付と時間を指定します。時間の

指定は 5分毎に指定できます。 

※日時制限を設定したユニット内に日時制限を設定

した教材が含まれる場合、どちらの日時制限も独立

して動作します。 
日時制限を設定する際は、ユニット用の教材の日時

制限がユニットの日時制限内かご確認することをお

勧めします。 

【IPアドレス制限】 

会議室へのアクセスを IPアドレスによって制限するこ
とができます。 

※例のようにワイルドカード(*)が使用できます。 

例) 192.168.1.* 

 

会議室共通のオプション
設定です。 

 

【匿名での投稿を許可】 

匿名ユーザでの投稿を許可設定にすると、匿名でメ

ッセージが投稿可能となります。 

【ユーザ権限による投稿の許可設定】 

ユーザ権限によって、メッセージ投稿の許可・不許可

を設定できます。 

【メール】 

新規投稿があると、自動的に管理者にメールで知ら

せるかどうかを指定します。 

【印刷ボタンの表示】 

会議室を印刷するボタンを表示するかを指定しま

す。 

 
［会議室作成］  

匿名での投稿や、
ユーザ権限によ
って投稿の制限
が可能。 
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設定が終わったら［会議室作成］をクリックすると会議室

が作成されます。 

※会議室の新規作成時には、最新記事のタイムスタン

プはブランクとなります。 

会議室コンテンツを実行するには、コースメニューに戻

り、作成した会議室のコンテンツ名をクリックします。 

 

会議室コンテンツを実行します。 
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■ 掲示板 
［開始］をクリックすると投稿する記事の作成画面が表示

されます。 

タイトル、投稿するメッセージを入力し、［投稿する］をクリ

ックします。 

※タイトルは、他の投稿タイトルと同じものも使用できま

す。 

 

「タイトル」を入力し、「メッ
セージ」に質問やテーマを入力
します。 

 

この画面の記事の検索フォームから記事の検索ができ

ます。 

 

記事を検索できます。 

 

会議室に投稿があると、最終記事を書き込んだ時刻と更

新者の名前が表示されます。 

 

最終更新時刻と更新者名 
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» 投稿状況を確認する 

掲示板では、ユーザごと、スレッドごとに投稿の状況を把

握できます。また、未読と既読の投稿を区別できます。 

  

【ユーザごとの投稿数の表示】 

「会議室(掲示板)」画面のメニューから「投稿件数一
覧」 をクリックしてください。 

 

記事を検索できます。 

 

【スレッド（テーマ）一覧、お返信数・最新の投稿の表示】 

「会議室(掲示板)」画面のメニューから「質問/テーマ
の一覧」をクリックしてください。 

 

質問/テーマの一覧 
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【未読・既読を区別する】 

「コース画面」の「会議室」各掲示板コンテンツに未読

数、最新の投稿の情報が表示されます。 

「会議室(掲示板)」画面では、未読の投稿には[未読]
ボタンが付加され、ボタンをクリックすると、既読扱い

となります。 

  

■ Wiki 
コンテンツの実行は、青色で表示されている会議室のコ

ンテンツをクリックします。 

 

会議室コンテンツを実行します。 

 

右の画面が表示されます。 

［Wiki ページの書き方を見る］を参考に、編集欄の中で
作成していきます。 

※HTML タグは使用することはできませんが、マークア
ップする記法として、PukiWiki 記法(すべて利用できるわ
けではありません)を用いる事ができます。 

 

編集欄 

［Wikiページの書き方を見る］ 
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編集欄で作成し、［プレビュー］ボタンをクリックすると、実

際に画面上で表示される保存表示が表示されます。 

この保存表示で良ければ、［保存］をクリックして、入力

内容を保存します。 

 

プレビュー表示 

編集表示 

［プレビュー］ボタン 

［保存］ 

 

Wikiのコンテンツに既に書き込みがある場合は、右のよ
うな画面が表示されます。 

［編集］をクリックして編集表示画面にします。 

 

［編集］ ［編集］ 

 

編集欄で入力した内容を編集前の状態に戻すには、［変

更をリセット］をクリックします。 

一度、［保存］、［保存］をクリックしてしまうと［変更をリセ

ット］をクリックしても編集前の状態には戻せません。 

［キャンセル］、［再表示］をクリックすると、前のページに

戻ります。 

 

［キャンセル］ 

［変更をリセット］ ［再表示］ 

［添付］ 
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テキスト整形のルール（「Wiki ページの書き方を見る」）
に従って、リンクを使用すると、新しいページを作成する

ことができます。 

プレビュー表示でリンクになっている文字（青字）をクリッ

クします。 

 

リンク（プレビュー表示） 

リンク（編集表示） 

 

右の画面が表示されます。リンク名がページ名となりま

す。 

編集欄に文字を入力し、［保存］をクリックすると、新しい

ページが保存されます。 

新しいページが保存されたことを確認する場合は、［ペー

ジ一覧］をクリックします。 

 

新しいページの編集欄 

［ページ一覧］ 

ページ名 

 

［添付］をクリックすると、右の画面が表示されます。 

［参照］をクリックし、添付したいファイルを指定し、［ファ

イルを添付］をクリックします。 

添付されているファイルを閲覧したい場合は、ファイル名

（青字）をクリックします。 

 

［参照］ 

［ファイルを添付］ 

添付済みファイル 

［ページ一覧］ 
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［ページ一覧］をクリックすると、右の画面が表示されま

す。 

チェックボックスをクリックし、［編集禁止］をクリックする

と、ページの編集ができなくなります。 

編集禁止を解除するには、再度、チェックボックスをクリ

ックし、［編集禁止］をクリックします。 

 

作成したページを削除したい場合は、チェックボックスを

クリックし、［完全削除］をクリックします。 

右の画面が表示されます。 

 

［完全削除］ 
［削除扱い］ 

［編集禁止］ 

［編集履歴］ 

 

赤色の枠内に確認メッセージが表示されますので、［削

除］をクリックします。 

 

［削除扱い］では、Wiki ページを一時削除の状態に設定
します。 

一度［削除扱い］を設定すると、削除扱いの状態から編

集可能な状態には戻せません。閲覧したい場合は、［編

集履歴］の中の該当するページ番号をクリックして下さ

い。 
 

確認メッセージ ［削除］ 

 

［編集履歴］をクリックすると、右のような画面が表示され

ます。 

メンバーがWikiの編集欄に書き込みをし、内容を保存し
た場合に、編集履歴として残ります。 

それぞれの項目の右隣にある［△▽］をクリックすること

で、その項目についてのデータをソートさせることができ

ます。 

 

編集履歴 

［△▽］をクリッ

クすることで、デ

ータのソートが

可能になります。 
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■ チャット 
チャット形式で作成したコンテンツをクリックします。 

 

チャット形式のコンテンツを
クリックします。 

 

「自動スクロール」下の入力欄に文章を入力します。入

力後、［書き込み］ボタンをクリックします。 

 

文章を入力します。 

［送信する］ボタンを
クリックします。 

 

入力した文章は、画面上部に表示されます。 

 

入力した文章が表示
されます。 
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続けて別のユーザが書き込みを行うと、次の行に文章が

表示されます。 

 

別のユーザが入力し
た文章です。 

 

» チャットログの削除 

「コース画面」からチャットのコンテンツを選択します。 

※ログを削除する前にバックアップしてください。メニュー

の「チャットログ」中の「ダウンロード」から保存します。 

メニューの「チャットログ」中の「ログの削除」をクリックし、

ダイアログに従い、[OK]ボタンをクリックします。 

 

ログの削除 
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4. ファイルの取り込み 

» Wordファイルを取り込む 

WebClass は Word ファイルをコンバートするソフト
(OpenOffice)を使用しています。 

Word ファイルを資料やテストの作成画面から読み込ま
せるだけで、Word 文書のレイアウトを保ったまま HTML
形式または、PDF形式のファイルに変換できます。 

· テキストとその体裁(太字、斜体など) 

· 表 

· 画像(BMP, JPEG, GIF, PNG) 

· 他ページへのリンクなど  

表 

画像 

 

Wordファイルを取り込むには、資料/テスト作成画面で変
換ファイルの横にある［参照］ボタンをクリックします。 

ファイル選択ウィンドウから、資料やテストとして使う

Word ファイルを選択します。 

標準状態では拡張子が.docのWordファイルが見えない
ことがありますので、必ず「ファイルの種類」で「すべての

ファイル (*.*)」を選択します。Word ファイルを HTML に
変換するか PDFに変換するかを選択します。 

［保存］をクリックします。コンテンツが保存エリアに見え

れば完了です。 

【重要】 

アップロードできるファイルの最大サイズは 20MB ま
でです。 

Word ファイルを HTML変換でWebClassへ取り込ん
だ際には、リンク先がドキュメント内に存在するリンク

は使用することが出来ません。 

 

HTMLに変換するかPDFに
変換するかを選択します。 

［参照］ボタン 
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› Wordファイルの取り込みがうまくいかない場合 

Word ファイルが、正しく変換されない場合は以下の方法
でWebClassに取り込みます。 

まず、Word 上で保存するときに、ファイルの種類で「Web
ページ」を選択して、一度HTMLファイル形式で保存して
ください。 

HTML ファイルは「p.85 HTML ファイルを取り込む」の方
法でWebClassに取り込みます。 

なお、ファイルサイズが大きくて取り込むことができない

ときは、画像を減らしたり、複数のページに分割したりし

てアップロードしてください。 

ここでは HTML に一旦変換してからアップロードする方
法をご紹介します。 

 

変換できない画像がある 

Wordで「Web形式で保存」 

yes 

HTMLファイルを圧縮 

WebClassに読み込ませる 

終了 

Wordファイルを取込む 

no 

 

Wordで作成した教材を HTMLに変換する手順を説明し
ます。 

Word で変換したい文書ファイルを開き、「名前を付けて
保存」をクリックします。ファイルの種類を［Web ページ］
にして保存します。 

【重要】 

「名前を付けて保存」ウィンドウが表示されたら、保存

するファイル名を英字で指定します。 

ファイル名に日本語が含まれていると  

ファイル名は必ず英字に
します。 

、WebClassへ
正常に取り込むことができません。 
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» Excelファイルを取り込む 

WebClass は Excel ファイルをコンバートするソフト
(OpenOffice)を使用しています。  

Excel ファイルを資料やテストの作成画面から読み込ま
せるだけで、表組みをHTML形式または、PDF形式のフ
ァイルに変換できます。 

· テキストとその体裁(太字、斜体など) 

· 表 

· 表の背景色など 
 

表組み 

ワークシート 

 

Excelファイルを取り込むには、資料/テスト作成画面で変
換ファイルの横にある［参照］ボタンをクリックします。 

ファイル選択ウィンドウから、Excel ファイルを選択しま
す。 

※標準状態では拡張子が.xlsの Excel ファイルが見えな
いことがありますので、必ず「ファイルの種類」で「すべて

のファイル (*.*)」を選択してください。 

ExcelのファイルをHTMLに変換するか PDFに変換する
かを選択します。 

 

HTMLに変換するかPDFに
変換するかを選択します。 

［参照］ボタン 

 

［保存］をクリックします。コンテンツが保存エリアに見え

れば完了です。 

《ヒント》 

複数のワークシートからなる Excelデータは一つのペ
ージにつながって表示されます。ページの一番上の

リンクから、ページごとに別ウィンドウで表示させるこ

とができます。 

アップロードできるファイルの最大サイズは 20MB で
す。 

複数のシートを持つ Excel ファイルを、HTML変換で
WebClass へ取り込んだ際には、シート間のリンクを
使用することが出来ません。 

 

複数のワークシートからなる
EXCELデータは、リンクが作
成される。 
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› Excelファイルの取り込みがうまくいかない場合 

ExcelファイルをWordに貼り付け、その後、Word上で保
存するときに「Webページ」を選択します。 

生成されたHTMLファイルを「p.85 HTMLファイルを取り
込む」の方法でWebClassに取り込みます。 

 

Web ページとして
保存する。 

 

» PowerPointファイルを取り込む 

WebClass は PowerPoint ファイルをコンバートするソフト
(OpenOffice)を使用しています。PowerPoint ファイルを資
料やテストの作成画面から読み込ませるだけで、表組み

を HTML形式または、PDF形式のファイルに変換できま
す。 

アップロードできるファイルの最大サイズは 20MBです。 

PowerPoint ファイルを HTML変換でWebClassへ取り込
んだ際には、リンク機能を使用することが出来ません。 

  

PowerPoint のファイルを取り込むには、資料/テスト作成
画面で変換ファイルの横にある［参照］ボタンをクリックし

ます。 

ファイル選択ウィンドウから、資料やテストとして使う

PowerPoint ファイルを選択します。 

標準状態では拡張子が.ppt の PowerPoint ファイルが見
えないことがありますので、必ず「ファイルの種類」で「す

べてのファイル (*.*)」を選択します。 

PowerPointのファイルを HTMLに変換するか PDFに変
換するかを選択します。 

［保存］をクリックします。コンテンツが保存エリアに見え

れば完了です。 

 

HTMLに変換するかPDFに
変換するかを選択します。 

［参照］ボタン 
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› PowerPointファイルの取り込みがうまくいかない場合 

PowerPointでWebClassに取り込むファイルを開きます。 

HTML 形式で保存するために、ファイルの種類を「Web
ページ」にします。 

 

Web ページとして
保存します。 

 

「名前を付けて保存」ウィンドウが表示されたら、保存す

るファイル名を英字で

ファイル名に日本語が含まれているとWebClassに取り込
んだときにファイル名が文字化けして開くことができなく

なりますので注意が必要です。 

指定します。 

ファイル名を指定したら［発行(P)…］をクリックします。 

 

ファイル名は必ず英字に
します。日本語名を含ん
でいると文字化けして開
くことができません。 

ファイル名を指定
したら［発行(P)…］
をクリックします。 

 

「Web ページとして発行」ウィンドウが表示されたら、ブラ
ウザサポートから「Microsoft Internet Explorer 3.0または
Netscape Navigator 3.0以降」を選択します。 

標準では Internet Explorer用の HTMLファイルが生成さ
れます。Netscape でも見られるようにこのオプションに変
更します。 

オプションを変更したら［発行］ボタンをクリックして

HTML ファイルを生成します。 

生成されたHTMLファイルを「p.85 HTMLファイルを取り
込む」の方法でWebClassに取り込みます。 

 

ブラウザサポートで
Netscape3.0 以降を選
択します。 

最後に［発行］ボタン
をクリックします。 
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» PDFファイルを取り込む 

PDF で作成された文書を資料またはテストとして取り込
むことができます。 

 

【重要】 

ただし PDF を表示するには受講者が使うブラウザに
PDFを表示するプラグイン（Acrobat Reader）がインス
トールされている必要があります。 

  

PDF ファイルを取り込むには、資料/テスト作成画面で変
換ファイルの横にある［参照］ボタンをクリックします。 

ファイル選択ウィンドウから、PDF ファイルを選択します。
標準状態では拡張子が.pdf の PDF ファイルが見えない
ことがありますので、必ず「ファイルの種類」で「すべての

ファイル (*.*)」を選択してください。 

［保存］ボタンをクリックすると、フレームの中に PDFの文
書を確認することができます。 

※PDF ファイルを HTML ファイルに変換することはでき
ません。 

アップロード可能なファイルの最大サイズは 200MB で
す。 

 

解説 /テストとして
使う PDF ファイル
を指定します。 

［保存］ 

［参照］ 

 

» Textファイルを取り込む 

資料やテストとして気軽に利用できるのがテキスト形式

のファイルです。 

WebClass はテキストファイルを HTML/PDF 形式の文書
として表示する機能を持っています。 

 

《ヒント》 

テキストファイルで入力したものがそのまま表示され

ます。改行もされませんので、元のファイルでウィンド

ウに収まるように適宜改行を入れてください。   
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Text ファイルを取り込むには、資料/テスト作成画面で変
換ファイルの横にある［参照］ボタンをクリックします。 

ファイル選択ウィンドウから、Text ファイルを選択します。
標準状態では拡張子が.text のテキストファイルが見えな
いことがありますので、必ず「ファイルの種類」で「すべて

のファイル(*.*)」を選択してください。 

［保存］ボタンをクリックすると、フレームの中に文書を確

認することができます。 

アップロード可能なファイルの最大サイズは 200MB で
す。 

 

» LaTeXファイルを取り込む 

WebClassは LaTeX ソースファイルを HTMLに変換する
ソフト(latex2html)を使用しています。数式を多用するよう
な文書を取り込む場合に便利です。 

数式は画像に変換されて表示されます。なお対応してい

るは jarticleのみです。 

※LaTeXファイルの文字コードが UTF-8の場合、正常に
変換できない場合があります。 

 

数式は画像に変換されます。 

 

LaTeX ファイルを取り込むには、資料/テスト作成画面で
変換ファイルの横にある［参照］ボタンをクリックします。 

ファイル選択ウィンドウから、LaTeX のソースファイルを
選択します。標準状態ではファイルが見えないことがあり

ますので、必ず「ファイルの種類」で「すべてのファイル 
(*.*)」を選択してください。 

［保存］ボタンをクリックすると、フレームの中に文書を確

認することができます。 

アップロードできるファイルの最大サイズは 200MB で
す。 

 

LaTeX のソースファ
イルを指定します。 

［参照］ 

 



WebClass コース管理者マニュアル  
教材の作成 

 85 

» HTMLファイルを取り込む 

既に作成済みの HTML コンテンツをWebClassに取り込
みます。 

通常 HTML ファイルには、テキストが書き込まれ
た .html ファイルや、画像ファイルが含まれていますの
で、これらのファイルを圧縮ソフトで圧縮してから

WebClassに取り込みます。 

WebClassで扱える圧縮形式は、lzh形式、tar.gz形式また
は、zip形式です。 

  

HTML ファイルを取り込むには、資料/テスト作成画面
で、変換ファイルの横にある［参照］ボタンをクリックしま

す。 

ファイル選択ウィンドウから、圧縮した HTML ファイル、
または単体の HTML ファイルを選択します。 

標準状態では拡張子が.zip などの圧縮ファイルが見えな
いこともありますので、必ず「ファイルの種類」で「すべて

のファイル (*.*)」を選択してください。 

［保存］ボタンをクリックすると、フレームの中に HTML文
書を確認することができます。 

アップロードできるファイルの最大サイズは 200MB で
す。 

 

圧縮した HTML フ
ァイルを指定しま
す。 

［保存］ 

［参照］ 

 

[Windowsでの圧縮] 

取り込むファイルを同じ場所に置き、全てのファイルを選

択します。 

 

ファイルを選択するときは、キーボードの［Ctrl］キーや
［Shift］キーを押しながらクリックしてください。 

取り込むには「p.78 ファイルの取り込み」をご覧くださ

い。 

[Windowsでの圧縮] 

 
 
 

全てのファイルを選択します。 
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選択しているファイル上で右クリックを行い、「送る」→
「圧縮（zip形式）フォルダ」を選択します。 

 

[圧縮（zip形式）フォルダ]を選択します。 

 

[Mac OS Xでの圧縮] 

素材ファイルと CSV ファイルを同じ場所に置き、すべて
のファイルを選択します。 

 

ファイルを選択するときは、キーボードの［command］キ
ーや［Shift］キーを押しながらクリックしてください。 

[Mac OS Xでの圧縮] 

 
 
 
 

全てのファイルを選択します。 
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選択しているファイル上で［control］キーを押しながらクリ
ックをして、「～を圧縮」を選択します。 

取り込むには「p.78 ファイルの取り込み」をご覧くださ

い。 

 
 
 「圧縮」を選択します。 

 

» 画像 / 音声ファイルを取り込む 

ブラウザで表示できる画像ファイル/音声ファイルをひと
つのコンテンツとして取り込みます。 

取り込み可能な画像形式は、BMP、JPEG、GIF、PNG 形
式です。 

デジタルカメラで撮った写真や、複雑なコンテンツを一枚

の画像に変換して取り込むと便利です。 

また、QuickTime や WAV ファイルなどの音声ファイルも
取込めます。 

QuickTimeやMediaPlayerなどのプラグインが正しく設定
されている必要があります。 

  

画像/音声ファイルを取り込むには、資料/テスト作成画面
内の変換ファイルの横にある［参照］ボタンをクリックしま

す。 

ファイル選択ウィンドウから、画像/音声ファイルを選択し
ます。ファイル選択ウィンドウでは、ファイルが見えないこ

とがありますので、必ず「ファイルの種類」で「すべてのフ

ァイル (*.*)」を選択してください。 

［保存］ボタンをクリックすると、フレームの中に画像/音声
ファイルの内容を確認することができます。 

アップロードできるファイルの最大サイズは 200MB で
す。 

 

画像 /音声ファイル
を指定します。 

［保存］ 

［参照］ 
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» 動画ファイル（flvやswfを含む）を取り込む 

Real Player、Windows Media Player、Quick Time、flv、
swfの動画ファイルを取込むことができます。 

※Real PlayerやWindows Media Playerや QuickTimeな
どのプラグインが正しく設定されている必要があります。 

  

動画ファイルを取り込むには、資料/テスト作成画面の変
換ファイルの横にある［参照］ボタンをクリックします。 

ファイル選択ウィンドウから、動画ファイルを選択します。

標準状態では動画ファイルが見えないことがありますの

で、必ず「ファイルの種類」で「すべてのファイル (*.*)」を
選択してください。 

［保存］ボタンをクリックすると、確認することができます。  

アップロードできるファイルの最大サイズは 200MB で
す。  

動画ファイルを指
定します。 

［参照］ 

 

» SCORM形式のファイルを取り込む 

コース管理者メニュー「コンテンツ管理」の「資料」をクリッ

クします。 

  

「資料」をクリックします。 
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［新規作成］をクリックします。 

  

［新規作成］ 

 

コンテンツのタイトル名を入力し、［資料：一括取込］ボタ

ンをクリックします。 

  

タイトル名を
入力します。 

［解説作成：一括取込］ 

 

［参照］ボタンをクリックして、取り込みたい SCORM 形式
のコンテンツを選択します。 

選択したコンテンツで良ければ、［読込み］ボタンをクリッ

クして下さい。 

  

［参照］ 
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「資料の一括取り込み完了」のメッセージが表示されま

す。 

これで SCORM 形式のファイルの取り込みは完了です。
メニューに戻るをクリックし、終了して下さい。 

  

「SCROMの取り込みが完了」 

「メニューに戻る」 

 

» Hot Potatoes6のファイルを取り込む 

HotPotatoは 1テストにつき 1ファイルを取り込むことがで
きます。 

但し、The Masherで作成されたファイルは、取り込むこと
ができません。 

［テスト/アンケート］をクリックします。 

  

［テスト/アンケート］を
クリックします。 

 

［新規作成］をクリックします。 

  

［新規作成］ 
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テストの「種類」は、「Hot Potatoes（試験）」、「Hot Potatoes
（自習用）」のどちらかを必ず選択して下さい。 

必要なオプション項目を設定後、［テスト作成:問題編集］
をクリックします。 

  

テストの「種別」を
設定します。 

［テスト作成：通常モード］ 

 

［参照］ボタンをクリックして、HotPotatoで出力したHTML
ファイルを指定します。 

［読込み］ボタンをクリックします 

Hotpotatoを取り込む時は、Hotpotato作成時に CGIオプ
ションを ONにしてWeb形式でファイルを出力します。 

※Web 形式でファイルを出力した際に、リンクしている画
像や音声ファイルがある場合には、htmlファイルのファイ
ル名を「index.html」として、関連する画像・音声ファイル
を zip 形式でまとめて圧縮後に取り込めば、画像や音声
も表示可能です。 

  

［参照］ 

 

取り込み完了画面が表示されます。 

「確認画面へ」をクリックして、取り込みが正常に行われ

ているか確認して下さい。 

  

取り込み完了画面 
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取り込んだ HotPotato の問題形式は、記述式として登録
され、1問あたりの配点は 10点で固定されます。 

※JQuizと JClozeについては、1ファイルに含まれる問題
数に合わせて、WebClassの問題が作られます。 

※JMatch、JMix、JCross は一つのファイルを 1 問として
WebClassに登録されます。 

これで、HotPotato のファイルの取り込みは完了です。
［終了］ボタンをクリックして終了して下さい。 

  

「記述式」 

「配点」 

 

» ファイル取り込み時の注意事項 

一度に取り込めるファイルのサイズは、200MB までで
す。（Word、Excel、PowerPointファイルは 20MBまでとな
っています。） 

Word、Excel、PowerPoint ファイルを html へ変換した場
合、元のマスターファイルと比べて約 7 割の精度で変換
されます。（PDF へ変換する場合は、約 9 割の精度で変
換されます。） 

PowerPoint ファイルのアニメーション・音声・動画部分
は、html・PDFへ変換を行うと正常に表示されません。 
「添付ファイル」として WebClass へアップロードして下さ
い。 

html ファイルを取り込む際には、ファイル名を半角英数
字にする必要があります。 
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5. ユニット 

■ ユニットの作成 
資料とテストをいくつか組み合わせて作るコンテンツをユ

ニットといいます。 

例えば資料を閲覧した後に、その小テストを行うといっ

た、流れのある教材を作ることができます。 

ユニットを作成するにはメニューのコンテンツ管理から

「ユニット」をクリックします。 

次に［新規作成］ボタンをクリックします。 

 

「ユニット」をクリックします。 

 

» ユニットのタイトルを入力する 

ユニットのタイトルを入力します。このタイトルはユーザ画

面のコンテンツリストに表示されます。 

またタイトルは他のコンテンツ（テスト、資料および会議

室を含む）と重複するものは使えません。 

ユニットのタイトルは後で変更することも可能です。 

 

ユニットのタイトル
を入力します。 
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» ユニットのアクセス制限を設定する 

アクセス制限には「メンバーが利用可能なコンテンツ」

「非表示コンテンツ」「ゲストユーザへも公開」の 3 種類が
あります。 

【メンバーが利用可能なコンテンツ】 

WebClass に登録されているユーザであれば、閲覧す
ることができます。ゲストユーザはアクセスできませ

ん。 

【非表示コンテンツ】 

まだ、作成中の非公開コンテンツです。 

【ゲストユーザへも公開】 

WebClass に登録されていないゲストユーザも利用可
能なコンテンツです。ゲストユーザの場合は、誰でも

アクセスできるようになりますので良く確認してくださ

い。 

 

アクセス制限を設定します。 

 

《注意》 

テストや資料を作成する際に指定したアクセス制限

よりも、ユニットのアクセス制限の方が優先されま

す。したがって、もしテストや資料に「単体で利用可

能」（登録ユーザだけが使える設定）としてあっても、

ユニット作成時に「ゲストユーザへも公開」を設定す

れば、ゲストユーザもそれらのテストや資料を実行す

ることができます。 

 

» 利用できるメンバーを限定する 

ユニットを利用させたいメンバーを限定することができま

す。ただし、利用者を限定するには、コースメンバーに登

録されている必要があります。 

＠付きのユーザ ID は指定できません。＠より前のユー
ザ IDの指定をお願いします。 

枠内に設定されたメンバー以外は、コンテンツリストには

表示されますが、利用することはできません。 

メンバー限定を解除したい場合は、入力したメンバーを

削除します。  

利用させたいメンバー
を入力する。 
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» オプションの設定 

› 学習順序の強制 

ユニットに含まれる教材の順番を指定します。上から順

番に行わないと次に進めないようにしたり、受講者が好

きなところからはじめられるようにしたりできます。 

標準では受講者が自由に選べるように設定されていま

す。 

《ヒント》 

テストで合格点を設定している場合で、かつ学習順

序の強制がされている場合、合格点を超える点数を

取得しないと次の教材に進むことができません。  

シナリオを進める順番
の設定。 

 

› 実行回数の制限 

ユニットを実行する回数を制限することができます。たと

えば1人につき1回しか使えないユニットを作成する場合
などに使います。実行回数を制限するには制限したい回

数を入力します。 

0 と設定すると実行回数は無制限に設定されます。 

 

実行回数を入力します。 

 

› 日時制限 

ユニットを実行できる日時を制限します。日時制限をか

けるには「する」にチェックをつけてから、リストを選択し

て閲覧できる日付と時間を指定します。時間の指定は１

時間毎に指定できます。 

※日時制限を設定したユニット内に日時制限を設定した

教材が含まれる場合、どちらの日時制限も独立して動作

します。日時制限を設定する際は、ユニット用の教材の

日時制限がユニットの日時制限内かご確認することをお

勧めします。 

 

ユニットを実行できる
日時を指定します。 
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› IPアドレス制限 

ユニット教材へのアクセスを IPアドレスによって制限する
ことができます。 

 

教材にアクセスできる IPアドレスを指定します。 

※例のようにワイルドカード(*)が使用できます。 

例) 192.168.1.* 

 

IPアドレス制限の設定 

 

› オプション設定終了 

オプション設定終了後、［ユニット作成］をクリックして、次

に進みます。 

 

［ユニット作成］を
クリックします。 

 

» ユニットを構成する 

学習する順序に沿ってコンテンツを指定していきます。 

たとえば最初に「サンプル」を学習させ、その後に「サン

プルのテスト」を受けさせるには、資料リストから「サンプ

ル」をクリックして［追加->］ボタンをクリックします。次に
テストリストから「サンプルのテスト」をクリックして［追加］

ボタンをクリックします。 

コンテンツを追加後に［保存］ボタンをクリックします。 

以上でユニットの作成が完了です。 

※リンクコンテンツ（コース名（link））を使ってユニットを作
成することはできません。 

 

［保存］を
クリック。 

リストから教材などを選択し
て［追加］をクリックします。 
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6. 階層の設定と並び替え 

» 階層の設定 

資料、テスト/アンケート、会議室、ユニット内で階層を設
定することが可能です。 

コンテンツの数が多くなった場合など、コンテンツを整理

して表示する際などに利用出来ます。 

 

設定を行うには、各教材名(資料など)左横の ↓↑ をクリ
ックして下さい。 

 

表示順序設定をクリック 

 

階層設定の画面が表示されます。 

「階層名」へ設定を行う階層名を入力して［更新］ボタンを

クリックします。 

階層の入力が終わったら、「コンテンツ一覧画面に戻る」

をクリックしてコースメニュー画面に戻ります。 

 

［更新］ボタンを
クリックします。 

「階層名」へ設定する
階層名を入力します。 

 

コースメニュー画面へ戻ると、設定を行った階層が追加

されています。 

 

設定を行った階層が追加
されます。 
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» 並び替え 

資料、テスト/アンケート、会議室、ユニット内のコンテンツ
を並べ替えることができます。 

 

「↓↑」をクリックして下さい。 

 

表示順序設定をクリック 

 

順序を入れ替えたいコンテンツのドロップダウンリストを

操作して表示順を入れ替えます。 

 

並べ替えを終了するには、「コンテンツ一覧画面へ戻る」

をクリックします。 

 

ドロップダウンリストを操
作します。 

 

コースメニュー画面へ戻ると、コンテンツの表示順序が

並べ替えられています。 

 

コンテンツの表示順序が
並べ替えられました。 
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» コンテンツの種類名の変更 

資料、テスト/アンケート、会議室、ユニットなどの種類名
を変更することができます。 

 

「↓↑」をクリックして下さい。 

 

表示順序設定をクリック 

 

［資料⇒］の箇所へ変更したい種類名を入力します。 

ここでは、例えば「資料」と入力して［更新］ボタンをクリッ

クします。 

種類名の変更を終了するには「コンテンツ一覧画面へ戻

る」をクリックします。 

 

変更したい種別名を
入力します。 

 

コンテンツ一覧画面へ戻ると種類名が変更されていま

す。ここで変更されるのは、右側の画面の種類名のみで

す。 

 

学生（一般ユーザ）から見える箇所のみの変更が目的の

ため、学生から見えない左側のメニューの種類名は変更

されません。 

 

コンテンツの種別名が変更
されました。 
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7. シラバス 
シラバスは授業の情報を掲載するときに利用できます。 

「シラバス」をクリックします。 

「シラバス」が画面左側のメニューへ表示されていない場

合には、「コース管理」の「オプション/時間割設定」をクリ
ックして、「シラバス」の箇所を［Yes］に設定して下さい。 

  

「シラバス」をクリック
します。 

 

「テキスト」の箇所へ文章を入力するか、事前に授業情

報を記入したWordファイルを読み込ませて htmlか PDF
へ変換をすることにより、授業情報を掲載することが可

能です。 

  

直接文章を入力するか、
［参照］からファイルを指
定してシラバスを作成し
ます。 

 

8. 講評 
作成した全教材で受講生全員に向けての総評を発行で

きます。 

※システム管理者側でシステムオプションが設定されて

おり、かつ、author が「成績管理」において「講評入力/公
開設定」のチェックが入っている必要があります。  

機能を有効にすると、コース画面中の各教材に[講評]ボ
タンが表示されるので、講評の公開/非公開、修正ができ
るようになります。 
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9. FAQ / 用語集 
FAQ / 用語集機能では、頻繁に尋ねられる質問
（Frequently Asked Questions）とその回答を、用語とその
意味を管理することができます。 

コースメニュー「FAQ / 用語集」をクリックすると、「表示
モード」で表示されます。 

※FAQ/用語集機能はコースオプションで有効することで
使用可能になります。 

【FAQ/用語集 機能を有効にする】 

コースメニュー「コース管理」内の「オプション / 時間
割設定」で「FAQ/用語集の利用」を「Yes」にします。 

 

■ FAQを登録する 

» FAQを個別に登録する 

[編集モードに切り替え]ボタンをクリックして、「編集モー
ド」に切り替えます。 

「質問」と「回答」を入力し、公開する場合は「公開」チェッ

クボックスをオンに、非公開の場合はオフにし、「操作」の

[登録]ボタンをクリックします。 

※修正する場合は、入力フォームを修正し、[更新]ボタン
をクリックします。 

※削除する場合は、[削除]ボタンをクリックします。  
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» FAQを一括で登録する 

「編集モード」に切り替えます。 

「FAQ の一括登録サンプルデータのダウンロード」から
faq.csv ファイルを保存し、Excel等で編集します。 

先ほど作成した faq.csvファイルを選択し、[読み込み]ボ
タンをクリックすると、下部の「FAQ 一覧」に更新されま
す。 

 

» 受講者のメッセージからFAQを登録する 

「コース画面」の「ユーザからのメッセージ」タブ、もしくは

ヘッダー右上「メッセージ」から質問メールを選択します。 

[FAQ に追加する]をクリックすると、FAQ (編集モード)の
入力フォームを埋めた状態で遷移されるので、適宜編集

し、[登録]ボタンをクリックします。 

 

■ 用語を登録する 

» 用語を個別に登録する 

「FAQ / 用語集」をクリックします。 

  

「用語集」をクリック
します。 
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用語集に登録するには［編集モードに切り替え］をクリッ

クします。 

 

「語句」「読み」「説明」へデータを入力して［登録］ボタン

をクリックします。 

 

» 用語を一括登録する 

以下のような形式で csv ファイルを作成することにより一
括登録も可能です。 

 

一括登録を行うには、csvファイルを選択して［読込み］ボ
タンをクリックします。 
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10. コピー,リンク,エクスポート/インポート 

■ コピー 
コピーを利用するとコンテンツを複製することが出来ます。他のコースへコンテンツを配布するときなどに利用しま

す。「資料」「テスト/アンケート」「会議室」「ユニット」で使用可能です。 

ここでは、資料を利用して操作方法を説明します。他の「テスト/アンケート」「会議室」「ユニット」も操作方法は同じで
す。 

» 同じコース内でコンテンツをコピー 

同じコース内で資料をコピーして、複製を作成することが

できます。 

コース管理者メニューの「コンテンツ管理」から「資料」を

クリックします。 

  

「資料」をクリックします。 

 

コピーしたいコンテンツ名を選択し、［コピー］ボタンをクリ

ックします。 

  

［コピー］ 

コンテンツ名を
選択します。 
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画面上側に、コピー完了のメッセージが表示されます。 

また、コピーによって作成されたコンテンツを、画面上で

確認することができます。 

［メニューに戻る］をクリックして終了します。 

 

コピーによって作成さ
れたコンテンツです。 

コピーが完了し
ました。 

 

» 他のコースへコンテンツをコピー 

管理者として所属している他のコースの資料へ、複製を

作成することができます。 

コース管理者メニューのコンテンツ管理から「資料」をクリ

ックします。 

 

「資料」をクリックします。 

 

他のコースへコピーさせたいコンテンツ名を選択し、［他コ

ースへコピー］をクリックします。 

 
［他コースへコピー］ 

コンテンツ名を
選択します。 
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コピーするコース名を選択し、［他コースへコピー］をクリ

ックします。 

 

［他コースへコピー］ 

コース名を選択
します。 

 

画面上側に、コピー完了のメッセージが表示されます。 

［メニューに戻る］をクリックして終了します。 

他のコースへ移動して、資料のコピーが正しく作成されて

いるか確認するようにして下さい。 

 

コピーが完了し
ました。 

［メニューに戻る］ 

 

■ リンク 
リンクを利用すると他のコースへ読み取り専用でコンテンツを配布することが可能です。リンク先のコースではコンテ

ンツの編集を行なうことは出来ません。「資料」「テスト/アンケート」「会議室」「ユニット」で使用可能です。 

資料を利用して操作方法を説明します。他の「テスト/アンケート」「会議室」「ユニット」も操作方法は同じです。 

同コース内で同じコンテンツから複数リンクを張ることはしないで下さい。進捗状況一覧、成績一覧画面でデータが

正常に表示されなくなります。 
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» 他のコースからコンテンツをリンク 

他のコースからリンクを張ってコンテンツを使用すること

ができます。 

 

メニューの「コンテンツ管理」にある「資料」をクリックしま

す。 

 

「資料」をクリックします。 

 

 

コースを指定し、更にコンテンツを指定します。その後、

［このコースへリンク］ボタンをクリックするとリンクされま

す。 

 

①コースを指定します。 
 

②コンテンツを
指定します。 
 

③［このコースへリン
ク］をクリックします。 
 

 

» 他のコースへコンテンツをリンク 

他のコースへリンクを張ります（配布します）。 

 

コースメニューから「資料 作成/編集/削除」をクリックしま
す。 

次に、コンテンツ名を選択して、［他コースへリンク］をクリ

ックします。このとき、複数のコンテンツを指定することが

可能です。 

 

［他コースへリンク］ 
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リンクさせたいコースを選択して、［他コースへリンク］ボ

タンをクリックします。 

 

［他コースへリンク］ 
 

 

■ エクスポート / インポート 
作成したコンテンツをファイルとしてエクスポート（ダウンロード）して別のコースへインポートすることにより、他のコー

スへコンテンツを配布することができます。 

作成したコンテンツをファイルとしてバックアップしておきたいときにも、エクスポート機能を利用することができます。 

資料を利用して操作方法を説明します。他の「テスト/アンケート」「会議室」「ユニット」も操作方法は同じです。 

» コンテンツのエクスポート 

コースメニューのコンテンツ管理から「資料」を選択しま

す。 

エクスポートしたい教材名を選び［エクスポート］ボタンを

クリックします。 

 

［エクスポート］を
クリックします。 
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エクスポートファイルの準備が終わるとダウンロードウィ

ンドウが表示されます。 

ファイルのダウンロードウィンドウの中ほどにあるリンク

をクリックするとダウンロードが始まります。 

 

エクスポートファイルを
ここからダウンロードし
ます。 

 

» コンテンツのインポート 

インポートしたいコースに入ります。 

コース管理者メニューの「コンテンツ管理」の「資料」を選

択します。 

［インポート］ボタンをクリックします。 

 

［インポート］を
クリックします。 

 

［参照］ボタンからエクスポートで取り出したファイルを指

定します。 

ファイルを指定したら［読込み］ボタンをクリックします。 

 

［参照］ 

［読込み］ 
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［インポート］ボタンをクリックした後、次の画面上にコン

テンツのタイトルが表示されたら、インポート完了です。 

 

インポートしたコンテンツ
が表示されます。 

 

※再インポートについて 
「エクスポート」したデータファイルを同じコースに再イン

ポートすると、右図のような警告が表示されます。 

《ヒント》 

再インポートする場合は、同じタイトル名でインポート

することができませんので、タイトルを変更して再イン

ポートしてください。 
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11. 携帯電話用教材 作成時の注意点 
携帯電話から利用可能な教材は「資料」「テスト/アンケート」「会議室(掲示板)」と「メッセージ」「出席確認」機能です。 

通常の教材と同じ方法で作成しますが、以下の点に注意する必要があります。 

【文字入力】 

Shift-JIS で表示できる文字を使用してください。絵文
字や半角カタカナ、  (マルイチ)などの機種依存文
字、日本語や英数字以外の文字を用いると正しく表

示できない可能性があります。 

【コースの表示】 

携帯電話では現在の年度が設定されているコースの

み表示されます。 

【資料】 

資料コンテンツでは画像ファイルを携帯電話で表示さ

せることが可能ですが、画像の表示サイズは

210×144 ピクセル以下までです。 

【テスト】 

テストはテキストのみで構成されている必要がありま

す。 

時間制限が設定されているテストには未対応です。

（携帯電話画面のテスト一覧へ表示されなくなりま

す。） 

[しおりをつけて閉じる]ボタンは表示されません。 
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